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八 雲 町 社 協 だ よ り

会報第４８号

 と も に支えあ う、安心・安全・福祉の ま ち づ く り を 目指して

年
頭
の
ご
挨
拶

　
八
雲
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
会
長
　
秋
　
松
　
　
　
等

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
地
域
福
祉
事
業
や
介
護

保
険
事
業
等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
お
陰
様
で
、
無
事

に
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
い
ま
、
私
達
の
生
活
の
中
に
は
、
公
的
制
度
の
支
援
だ
け

で
は
対
応
し
き
れ
な
い
、
多
様
化
・
複
雑
化
し
た
様
々
な
生

活
課
題
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
こ
と
へ
の
対
応
に
あ

た
っ
て
は
、
地
域
の
中
で
、
お
互
い
が
思
い
や
り
気
づ
か
い

あ
う
地
域
づ
く
り
が
大
切
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
も
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
の
一
翼
を
担
う
べ
く
、
本
年
新
し
く
策
定
す

る
「
新
３
期
地
域
福
祉
実
践
計
画
」
を
指
標
と
し
て
、
皆
様

を
は
じ
め
、
町
・
福
祉
関
係
団
体
な
ど
と
の
連
携
・
協
働
を

図
り
な
が
ら
、「
と
も
に
支
え
合
う
、
安
心
・
安
全
・
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
地
域

福
祉
の
さ
ら
な
る
向
上
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
か
ら
の
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。
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　平成２９年度渡島管内社会福祉協議会役職員セミナーが平成

２９年１２月４日、北斗市総合文化センターで開催されました。

　青森県鯵ヶ沢町社会福祉協議会次長井上雅哉氏が講師に招

かれ、新しい総合事業をモデル事業として地域での検討取組

状況と現状において見えてきた変化や課題、留意点について

講義いただきました。

　意見交換会では、事業を行う上での生活支援コーディネー

ター職員の複数配置や、買物バス運行や居場所づくりなど、

より細かな事業内容、予算、協議体の立上げなど活発な意見

交換が行われました。

　高齢者の増加が見込まれる近未来に八雲町と八雲町社会福

祉協議会が協働でどう取り組まなければならないのか、考え

させられる課題の多い研修でありました。

　
去
る
平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
八
日
、

第
六
回
八
雲
町
福
祉
懇
談
会
が
福
祉
団
体
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
民
生
委
員
等
約
九
十

二
名
の
参
集
の
も
と
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
わ
や
か
福
祉
財
団
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、

函
館
市
地
域
交
流
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長
、

函
館
市
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ

る
丸
藤
　
競
氏
を
講
師
に
招
き
、「
元
気
な

地
域
の
つ
く
り
か
た
～
八
雲
町
の
未
来
の
た

め
に
」
と
題
し
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
八
雲
町
の
未
来
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
、

こ
の
ま
ま
い
く
と
高
齢
者
が
増
加
し
、
そ
れ

を
支
え
る
若
い
世
代
が
少
な
く
危
機
的
状
況

を
む
か
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
で
は
、
そ
ん
な
状
況
を
乗
り
越
え
て
い
く

た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

高
齢
者
が
増

え
て
も
、
介

護
が
必
要
な

高
齢
者
が
減

れ
ば
支
え
る

人
が
少
な
く

て
す
む
た
め
、

み
ん
な
元
気

で
い
ま
し
ょ

う
と
話
さ
れ
、

高
齢
に
な
っ

て
も
元
気
で
い
る
た
め
に
は
、
一
つ
と
し
て

社
会
参
加
を
す
る
こ
と
で
、
う
つ
病
発
生
リ

ス
ク
が
７
分
の
１
に
な
る
こ
と
や
、
ほ
ぼ
毎

日
笑
う
高
齢
者
に
比
べ
、
笑
わ
な
い
人
は
脳

卒
中
リ
ス
ク
が
　
倍
増
に
な
る
な
ど
笑
い
を

１．６

交
え
な
が
ら
の
講
演
に
参
加
者
は
う
な
ず
き

な
が
ら
笑
顔
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
み
ん
な
が
助
け
合
い
支
え
合
う
そ
ん
な
地

域
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

　
ま
た
意
見
交
換
会
で
は
、
Ｎ
Ｐ
О
法
人
エ

ン
ジ
ョ
イ
ラ
イ
フ
林
　
貴
之
様
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
す
ま
ぃ
る
熊
石
三
上
美
香
子
様
と
特

定
非
営
利
活
動
法
人
や
く
も
元
気
村
大
内
千

秋
様
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
団
体
等
の
取
り
組
み

状
況
や
関
わ
り
に
つ
い
て
の
発
表
が
あ
り
、

障
が
い
を
も
っ
た
方
の
生
活
の
し
づ
ら
さ
の

理
解
や
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
支
え
ら

れ
て
い
る
な
ど
八
雲
町
の
す
ば
ら
し
さ
に
ふ

れ
ら
れ
た
充
実
し
た
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。
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ボ ラ通

鰯

　平成２９年１０月１１日（水）毎年八雲ボランティアが中心となって、

黒松内町の緑ヶ丘ホーム、緑ヶ丘ハイツの２ヶ所への慰問に今年も

同行させていただきました。

　八雲ボランティアの他にも八雲民謡会、山越ボランティア、松の

会舞踊サークル、フラサークルと多数参加協力し普段の練習の成果

を発揮し、唄に踊りにと慰問を行いました。どの施設の利用者の

方々も毎年暖かく迎えていただいて、慰問しているボランティアの

方々も逆に元気をもらい、一緒に楽しい時間を過ごすことができま

した。このような活動を八雲町内に限らず、幅広く活動を続けてい

ただきたいと思います。

　ボランティア活動をしてみたい。何ができるかわからない、どのように参加し、行動したらよいの

かわからない、という人も多いと思いますが、ボランティアは、「できる人ができるところからの活

動」です。社協では多くのボランティア参加者を募集しています。あなたも気軽にボランティアに参

加してみませんか？

ボランティア活動を続け

ていくためには、自分の

生活にあったペースで活

動することが大切です。

また、お互いの立場を尊

重することやルールを守

ることが、楽しいボラン

ティア活動の秘訣です。

　ボランティア活動に参加するには、個人で参加する方法と、地

域のボランティア団体に加入し活動するなどの方法があります。

　また、参加する一つとして当社協の行事や毎年開催されるボラ

ンティアスクールなどに参加し、仲間づくりから始める方法もあ

ります。詳しくは当社協へご相談下さい。

当社協での主なボランティア活動

　◎独り暮らし高齢者や障がい者世帯を対象にお弁当の宅配を

　　当社協職員と一緒に行う活動

　◎当デイサービスセンターの利用者への介添え、話し相手や行

　　事等のお手伝いを行う活動

　◎ふれあいひろばなど当社協の行事への参加者介添え　など

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

ボランティアに参加してみませんかボボラランンテティィアアにに参参加加ししててみみまませせんんかか
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動
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十
　
　
　
月

・
第
２
四
半
期
定
期
監
査

・
平
成
二
十
九
年
度
北
海
道
民
間
社
会
福
祉
事
業
職
員
共

　
済
会
永
年
勤
続
記
念
品
贈
呈
表
彰
式
典
　
　
　
　
札
幌
市

・
八
雲
町
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
研
修
会

・
嚥
下
機
能
と
維
持
に
役
立
つ
体
操
講
習
会

・
八
雲
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
視
察
研
修
　
　
　
　
　
　
せ
た
な
町

・
熊
石
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
「
秋
の
集
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
島
町
方
面

・
退
職
辞
令
交
付
式

　
　
十
　
一
　
月

・
八
雲
町
社
会
福
祉
協
議
会
役
職
員
先
進
地
視
察
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
老
町

・
２
０
１
７
じ
ゃ
わ
め
ぐ
津
軽
！
北
の
大
地
に
津
軽
の
か
ま
り

　
～
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
～

・
平
成
二
十
九
年
度
通
所
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
札
幌
市

・
平
成
二
十
九
年
度
上
級
者
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
函
館
市

・
八
雲
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
黒
松
内
福
祉
施
設
慰
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
松
内
町

・
厚
生
園
八
雲
会
「
新
そ
ば
ま
つ
り
」

・
熊
石
関
内
町
内
会
安
全
安
心
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
会

・
第
五
回
理
事
会

・
平
成
二
十
九
年
度
第
一
回
渡
島
管
内
社
協
職
員
連
絡
協

　
議
会
研
修
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
函
館
市

・
第
六
回
八
雲
町
福
祉
懇
談
会

・
赤
い
羽
根
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
演
芸
会

　
　
十
　
二
　
月

・
第
一
回
八
雲
町
民
生
委
員
協
議
会
定
例
会

・
平
成
二
十
九
年
度
渡
島
管
内
社
協
役
職
員
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
斗
市

・
北
海
道
新
幹
線
八
雲
（
仮
称
）
駅
周
辺
整
備
基
本
計
画

　
及
び
八
雲
町
立
地
適
正
化
計
画
策
定
検
討
会
議

赤い羽根共同募金の助成金は、八雲町社協だよりの発行にも役立てています。

允

会
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第
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八
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八
雲
町
社
協
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よ
り
◎

　
平
成
三
十
年
一
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一
日
発
行

　
二
海
郡
八
雲
町
栄
町
十
三
―
一

　
社
会
福
祉
法
人
　
八
雲
町
社
会
福
祉
協
議
会
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この度、次のとおり異動があ　この度、次のとおり異動がありり

ましたので、お知らせいたしますましたので、お知らせいたします。。

※平成２９年１０月３１日付退職※平成２９年１０月３１日付退職者者

足 立 貞　足　立　貞　子子

（デイサービスセンター主任　（デイサービスセンター主任））

　赤い羽根共同募金運動が１０月１日から始ま

り、町民皆様から善意の募金が集まってきて

おりますので、１１月３０日現在の途中経過をご

報告いたします。

赤赤いい羽羽根根共共同同募募金金

●赤い羽根共同募金の実績（１１月３０日現在）

実績額  ３,４１１,７９３円（目標額  ３,７００,０００円）

内　訳　戸別募金　　１,４２５,７５４円

大口募金　　１,１７５,５００円

街頭募金   　　１９４,０１７円

そ  の  他   　　６１６,５２２円

　赤い羽根共同募金運動に協賛した、チャリティー演

芸会（熊石カラオケ愛好会、熊石地区共同募金委員会

の共催）は１１月１９日（日）に、ふれあい交流センター

くまいし館で開催されました。

　集まった皆様の善意の募金は、プログラムの後半で

熊石カラオケ愛好会から共同

募金委員会に手渡され、地域

を支えるための募金活動に対

する理解と支援に、お礼のあ

いさつがありました。

　皆様、本当にありがとうご

ざいました。

熊石地域の福祉の充実のために！

『赤い羽根チャリティー演芸会』

ボランティアセンター（愛情銀行）
平成29年10月16日～平成29年12月１5日

（順不同・敬称略）

一　般　寄　付
・津軽三味線杉本流三絃会　　 　　５０,０００円
　（平成２６年度より継続）
・㈲第一清掃　　　　　　　　　　　８,４５０円
　（昭和５４年度より継続）
・はまなすクラブ　　　　　　　　　５,９９６円
　（平成２２年度より継続）
・匿　名　　　   　　　　　　　　５００,０００円

物　資　寄　付　　
・八雲町老人クラブ連合会　  　タオル１００枚
　（平成２０年度より継続）石鹸１９個、洗剤１個
・北海道ｺｶ･ｺーﾗﾎ゙ﾄﾘﾝｸ゙㈱八雲販売課
　（昭和５９年度より継続）　　　　飲料水３４箱

赤い羽根共同募赤い羽根共同募金金


